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第１章 農家アンケート(全 80 戸のうち 44 戸が回答) 

１ 家畜ふん尿処理方法 

 ふん尿処理方法は堆肥化が最も多く 72.4％を占める。スラリーストアは 24.1％であった。 

 

２ 家畜ふん尿処理や利用に関する問題 

 家畜ふん尿処理や利用に関して「現在、問題を抱えている」が 56.8％と最も多かった。 

(１)家畜ふん尿処理の問題点 

 家畜ふん尿処理の問題点では、「作業・保管場所が足りない」が最も多く 33.9％を占め、

続いて「労力(時間)がかかる・足りない」が 32.1％を占める。 

(２)処理した家畜ふん尿の問題点 

 処理した家畜ふん尿の問題点では、「雑草がたくさん発生してしまう」が最も多く 28.9％

を占め、続いて「遠い農場に散布できない」が 22.2％、「散布する農場が足りない」が 16.7％

を占める。 

 

３ 家畜ふん尿処理を変更する場合の処理施設に関する希望 

(１)希望する処理施設 

 最も希望が多かったのは「堆肥舎・堆肥化施設」と「バイオガスプラント」であり、そ

れぞれ 31.8％を占める。「現在の処理方法を継続する(変更しない)」は 20.5％である。 

(２)希望する施設管理の方法 

 「バイオガスプラント」を選択した 14 戸のうち、施設の管理方法の希望は、「組織や利

用組合などで共同管理してもらいたい」が最も多く 64.3％である。
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第２章 バイオガスプラントモデル 

 アンケート調査においてバイオガスプラントを希望する農家 14戸に対してヒアリング調

査を実施した。農家が抱えるふん尿処理の課題点として「ふん尿の量が多く、処理しきれな

い。」「発酵がうまくいかず、生堆肥にしかならない。」「堆肥を保管しておく場所や施設がな

い。」との声が多く、ふん尿処理に困っている状況がわかる。また、堆肥やスラリーの利用

では「雑草がたくさん生えてしまう。」「散布期間が短く、十分に散布できない。」「良質な粗

飼料が収穫できない。」などの課題も抱えており、適切なふん尿処理としてバイオガスプラ

ントを希望していることがわかった。 

１ 幌延地区 

（１）個別型バイオガスプラント(100 頭規模×2 戸) 

・希望農家数 

 幌延地区でバイオガスプラントを希望している 6 戸のうち 100 頭規模の 2 戸が個別型バ

イオガスプラントを希望している。 

・ふん尿量とエネルギー生産量 

 100 頭規模では 1 日のふん尿量は 6.5t/日となり、年間では 2,373t/年がプラントの原料と

なる。このふん尿量から生産されるバイオガスは 79,242m3となり、コジェネ発電機によっ

て電力 169,577kWh と 225,918Mcal の熱が生産される。この熱のうち 50％はプラントの

稼働に利用するため、残り 50％である 112,959Mcalが余剰熱として利用することができる。 

・地域内供給による売電収入 

北海道電力への事前相談の結果、上位系統の容量がゼロであり、FIT 制度による売電が難

しいことがわかった。そのため、バイオガスプラントで生産した電力を地域内で販売した場

合を売電収入とした。この売電単価を 20 円/kWh とすると、売電収入は 3,392 千円/年とな

る。 

・事業収支と経費削減効果 

 バイオガスプラントを売電事業と考えた場合の運営収支は-5,077 千円となるものの、ふ

ん尿処理施設と考えると、1 頭あたり約 5 万円でふん尿を処理していることと解釈できる 

 現在、この 2 戸の農家は国営灌漑排水事業で建設したスラリーストアでふん尿を処理し

ており、1 頭あたり約 1 万円の電気代を支払っている。また、100 頭規模の農家は牧草地

150ha に化学肥料を年間 25t、300 万円分を施肥している。バイオガスプラントの建設によ

って、これらスラリーストアの電気代と化学肥料の購入金額を削減することができれば、

100 頭規模でそれぞれ 100 万円、300 万円の経費を削減することとなる。 

・ふん尿処理施設としてのバイオガスプラント 

先述したように、バイオガスプラントによって 1 頭あたりのふん尿処理費用として 5 万

円要するものの、電気代と化学肥料の購入金額の削減も考慮すると、経営全体では 100 頭

規模のふん尿を約 100 万円、つまり 1 頭あたり約 1 万円で処理することができることを示

している。  
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（２）集中型バイオガスプラント(4 戸の 500 頭規模) 

・希望農家数と頭数規模 

 幌延地区ではバイオガスプラントを希望する 6 戸のうち、4 戸が集中型バイオガスプラン

トを希望している。 

 この 4 戸の乳牛頭数は経産牛換算で 303 頭であるものの、5 年後・10 年後の将来計画で

は 509 頭と 68％増加する見込みである。次の頁は将来計画の 509 頭規模の集中型バイオガ

スプラントで算出した運営収支である。 

・ふん尿量とエネルギー生産量 

 509 頭規模では 1 日のふん尿量は 33.1t/日となり、年間では 12,071t/年がプラントの原料

となる。このふん尿量から生産されるバイオガスは 403,156m3となり、コジェネ発電機に

よって電力 862,755kWh と 1,149,399Mcal の熱が生産される。この熱のうち 50％はプラン

トの稼働に利用するため、残り 50％である 574,699Mcal が余剰熱として利用することがで

きる。 

・地域内供給による売電収入 

バイオガスプラントで生産した電力を地域内で販売した場合、売電単価を 20 円/kWh と

すると、売電収入は 17,255 千円/年となる。 

・集中型プラントと個別型プラントの違い 

 集中型プラントと個別型プラントの大きな違いは原料回収と消化液運搬の仕組みであり、

集中型プラントでは参加する各農家から原料となるふん尿を一つのプラントに回収し、発

酵が終わった消化液を農家の施設もしくは貯留槽に運搬する。そのため、各農家はふん尿

処理費と消化液代をプラントに対して支払う仕組みとなり、このふん尿処理費と消化液販

売はプラント運営の収入となる。このモデルでは、農家が支払うふん尿処理費を 1 頭あた

り 14,000 円/年、消化液単価を 500 円/t として算出している。 

・ふん尿処理費 

 このモデルでは経営収支がプラスマイナスゼロとなるように 1 頭あたりのふん尿処理費

14,000 円/年を算出した。 

・原料輸送費の考え方 

 支出に記載している原料輸送費はプラントから空のコンテナを積んだ車両が農家まで行

き、コンテナを下した後、ふん尿が溜まったコンテナを積んでプラントまで運搬する際の

燃料費と人件費を考慮している。農家からのふん尿回収と共に、プラントからの消化液を

農家の施設もしくは道中の貯留槽に運搬する場合、この原料輸送費で賄うことができるも

のの、農地まで運搬する場合は別途の輸送費を考えなければならない。 
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２ 問寒別地区集中型バイオガスプラント(8 戸の 900 頭規模) 

・希望農家数と頭数規模 

 問寒別地区の農家は、幌延地区の農家が参加した国営灌漑排水事業に参加しておらず、

堆肥舎によってふん尿を処理している。問寒別地区では 8 戸の農家がバイオガスプラント

を希望している。 

 この 8 戸の乳牛頭数は経産牛換算で 809 頭であるものの、5 年後・10 年後の将来計画で

は 897 頭と 11％増加する見込みである。次の頁は将来計画の 897 頭規模の集中型バイオガ

スプラントで算出した運営収支である。 

・ふん尿量とエネルギー生産量 

 897 頭規模では 1 日のふん尿量は 58.3t/日となり、年間では 21,278t/年がプラントの原料

となる。このふん尿量から生産されるバイオガスは 710,674m3となり、コジェネ発電機に

よって電力 1,520,843kWh と 2,026,133Mcal の熱が生産される。この熱のうち 50％はプラ

ントの稼働に利用するため、残り 50％である 1,013,066Mcal が余剰熱として利用すること

ができる。 

・地域内供給による売電収入 

バイオガスプラントで生産した電力を地域内で販売した場合、売電単価を 20 円/kWh と

すると、売電収入は 30,417 千円/年となる。 

・ふん尿処理費 

このモデルでは農家が支払うふん尿処理費を 1 頭あたり 10,000 円/年として算出し、経営

収支は 4,756 千円である。 

先述した幌延地区の集中型バイオガスプラントでは、ふん尿処理費を 14,000 円/年として

おり、このモデルでも同金額にした場合、経営収支は 8,346 千円となる。 
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【参考】1,000 頭規模の集中型バイオガスプラントによる経済波及効果 

 



 

【参参考】バイオオガス消化化液の概要
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